
令和６年度の主な建設改良事業
〇配水管整備事業
（古くなった水道管を地震に強い水道管へ更新する費用）　64,705千円
〇施設整備事業
（ポンプの更新や施設機器の更新費用）　　　　　　　　　　1,266千円

令和５年度の主な建設改良事業
〇施設改修事業
（施設機器の更新及び取付管工事費用）　　　　3,630千円
〇浄化槽設置事業
（新規に合併処理浄化槽を設置する費用）　　42,286千円

簡易水道事業会計

下水道事業会計

【資本的収支】

◦資本的収入 75,132千円
　�事業を実施するための国からの補助金や企業債等を計上しています。

◦資本的支出 85,830千円
　�水道管工事や老朽化した施設設備の更新費用、借入金返済費用を計上
しています。
　※�収支の不足額は、減価償却費や収益的収支で生じた利益等、これまでに積み立てたお金
で補てんします。

【収益的収支】
◦収益的収入 79,511千円
　水道料金が主な収入であり、他に新規加入者負担金や一般会計補助金
等を計上しています。

◦収益的支出 77,017千円
　�水道水をつくったり、事業を運営していくための人件費や動力費、薬
品費等を計上しています。そのほかに、減価償却費や借入金の利息等が
計上されています。
　※�減価償却費・・・取得した施設や設備は、年々価値が減少していくため、1年間で減少
した価値について経理上費用として計上していますが、現金の支出を伴うものではあり
ません。

【資本的収支】

◦資本的収入 81,057千円
　事業を実施するための国からの補助金や企業債等を計上しています。

◦資本的支出 107,001千円
　�下水道管工事や施設設備の更新、浄化槽の設置等にかかる費用、借入
金返済費用を計上しています。
　※�収支の不足額は、減価償却費や収益的収支で生じた利益等、これまでに積み立てたお金
で補てんします。

【収益的収支】
◦収益的収入 207,455千円
　下水道及び浄化槽使用料金が主な収入であり、ほかに県からの補助金
や一般会計補助金等を計上しています。

◦収益的支出 205,929千円
　�下水道事業を運営していくための人件費や動力費、浄化槽の維持管理
費等を計上しています。そのほかに、減価償却費や借入金の利息等が計
上されています。
　※�減価償却費・・・取得した施設や設備は、年々価値が減少していくため、1年間で減少
した価値について経理上費用として計上していますが、現金の支出を伴うものではあり
ません。

営業外費用
【借入金の利息等】
2,353千円

営業外費用
【借入金の利息等】
5,729千円

営業収益
【給水料金等】
26,677千円

営業収益
【下水道・浄化槽使
用料等】
69,359千円

営業外収益
【一般会計補助金等】
52,834千円

営業外収益
【県補助金や一般会計
補助金等】
138,096千円

営業費用
【人件費・動力費・薬品
費など水を作るための
費用、減価償却費等】
74,164千円

営業費用
【汚水をきれいにするた
めの人件費・動力費・
委託費等】
199,200千円

予備費
500千円

予備費
1,000千円

建設改良費
65,971千円

建設改良費 
53,316千円

補助金
【国からの補助金など】
27,012千円

補助金
【国からの補助金など】 
32,557千円

企業債償還金
【借入金の返済】
19,359千円

企業債償還金
【借入金の返済】 
50,676千円

予備費
500千円

予備費 
3,000千円

企業債
【借入金】
45,400千円

企業債
【借入金】 
37,800千円

負担金 
2,720千円

負担金 
10,700千円

その他資本的支出 
９千円

令和６年度 企業会計当初予算令和６年度 和水町病院事業会計予算
　当院の令和６年度当初予算の概要をお知らせします。
　まず、当院のような公営企業では予算を「収益的収支」と「資本的収支」の２本に分けて作成しています。

（うち入院収益６億745万４千円、
外来収益１億7738万１千円、その
他　医業収益等１億283万７千円）

①「収益的収支予算」　「収益的収支予算」とは企業の経営活動に伴って発生するすべての収益と費用に関係する予算となります。

②「資本的収支予算」　�「資本的収支予算」は建物、施設の建設、医療機器といった支出の効果が、次年度以降に及ぶものや企業
債（借入金）の元金償還などの費用とその財源となる収入に関係する予算となります。

※資本的収支の歳出に対する不足額3759万８千円は補てん財源（内部留保資金など）で補てんします。

収益的収支
歳 入

資本的収支
歳 入

収益的収支
歳 出

資本的収支
支 出

医業収益
８億8767万２千円
81%

出資金
4725万６千円
21%企業債

１億3900万円
63%

国庫補助金
3638万２千円
16% 企業債償還金

6033万３千円�
23%

建設改良費
１億9990万３千円�
77%

医業費用
10億2799万７千円
93%

医業外費用
607万４千円
１%

訪問看護事業費用 
2430万１千円
２%

特別損失
２千円
０%

居宅介護支援事業費用
2192万７千円
２%
健康管理センター費用
2086万４千円
２%

医業外収益
１億4545万３千円
13% 健康管理センター収益 

2789万８千円
２%

訪問看護事業収益 
2094万円
２%

居宅介護支援事業収益 
1920万円
２%

特別利益
２千円
０%

 歳入 　２億2263万８千円
　資本的収支の歳入は、出資金が 21％、企業債が 63％、国
庫補助金が 16％となります。

 歳入 　11 億 116 万５千円
　収益的収支の歳入は、医業収益、医業外収益などがあり、
その大部分を医業収益が 80％と占めています。医業収益の
中には、入院や外来、予防接種の収益や繰入金などが配分さ
れています。

 歳出 　２億6023万６千円
　資本的収支の歳出は、建設改良費が 77％、企業債償還金
が 23％となります。建設改良費の中にはスプリンクラー設
置工事や医療機器の購入などの費用が予定されています。

 歳出 　11 億 116 万５千円
　収益的収支の歳出は、医業費用が 93％を占めています。
医業費用の中には、職員の給与費、診療に要する材料費、施
設を維持管理するための経費、減価償却費などが配分されて
います。

繰入金について
　令和６年度の繰入金総額は、２億4411万６千円です。総
務省からの繰出基準に基づき、１億9686万円を収益的収入
（医業収入と医業外収入）、4725万６千円を資本的収入に配
分する予定です。
　この繰入金は、公共施設の建設や工事や機器の購入などの
経費（公営企業の経営により得た収入で充てることが適当で
ない経費）や、不採算地域の医療や救急医療などに充てる経
費（地域性や診療科の不採算性などの性質により、能率的な
経営を行ってもその経営の収入に充てることが困難な経費）
に対して国の基準に基づき一般会計から繰入れています。

企業債（借入金）の見込額について
【企業債（借入金）の見込額】　　　　　　 (単位：千円）
Ｒ５年度末
残高

Ｒ６年度
借入額

Ｒ６年度
償還額

Ｒ６年度未
残高

328,974 139,000 60,333 407,641

　今後も、将来にわたって継続できる医療提供体制を構築す
るためには、地域全体での効率的な役割分担が必要です。地
域の医師会・近隣の急性期病院やクリニック・介護施設・行
政との連携、そして住民の皆様との情報の共有が大切です。
病院の役割や機能も少しずつ変化しており、これからも変化
していくことと思います。
　また、近年の和水町は高齢化が進んでいるため、転倒や骨
粗鬆症による骨折、嚥下障害による肺炎、認知症などの疾患
が増えています。高齢の夫婦二人暮らしや、一人暮らしの方
も多く、病気が良くなっても自宅に退院することが難しくな
る場合もよくあります。私たちは病気を治すだけでなく、治っ
た後も自宅で生活できるよう可能な限りサポートしたいと思っ
ています。
　和水町の公共の医療機関として、住民の皆さまに安心と安
全な医療を提供し、皆さまに寄り添える病院として在り続け
るよう医療の質の向上と経営の改善に努力していきたいと思
います。
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